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「海外の人にも親しみを持って貰いたい」

としている。

　ヴィーガン向けではこのほか、大豆タ

ンパク製品『タプロ80』が好調に推移して

いる。プラントベース食品が話題となる

中、同社では唐揚げやナゲットの代替素

材として提案を強化。植物性の健康観を

求める顧客ニーズに幅広く対応していく。

　㈱恒食（東京都板橋区、☎03-3935-4541）

は5月20日、『オーガニックヴィーガント

マトケチャップ』（500g・税込540円）を発

売した。自然食品やオーガニック専門店

などで展開していく。

　同品はヴィーガン認証（NPO法人べジプ

ロジェクトジャパン）取得のトマトケチャ

ップ。完熟した有機トマトのほか、粗糖、

果実・醸造酢、香辛料を使用、有機素材

100％で商品化した。有機JAS認証も取得

しており、差別化提案を本格化させていく。

　同社によると、「約20年の販売実績があ

るロングセラー品をヴィーガン認証取得

でリニューアルした。若い人たちが興味

を持つきっかけにしたい」という。商品パ

ッケージには欧文で”ORGANIC“と表記、

ーケットでも手に入るようになっている

という。

　開発を手掛けた同社の池田大輔氏は、

「当社は2008年に乳酸菌事業をスタートさ

せ、ヨーグルト製造用のスターターやサ

プリメント用のプロバイオティクスの輸

入販売を通して10年以上、人々のお腹と

向き合ってきた。その中で、低フォドマ

ップ食事法をされている方々や、低フォ

ドマップの簡便調理食品を切望されてい

る人々の声に触れ、Fodyouブランドを立

ち上げた」と説明。今回開発したレトルト

カレーについては、「まずは年間1万食を

目標に拡販活動を行っていく」とし、今後

「低フォドマップの調味料・調味ソースも

開発していきたい」としている。

　永和ホールディングス㈱（東京都千代田

区、☎03-5213-4061）は、「低フォドマップ」

にフォーカスした食品ブランド『Fodyou

（フォーユー）』を立ち上げ、第一弾商品と

なるレトルトカレーを開発。日本国内で

は初となるFODMAP Friendly認証を取得

し、クラウドファンディングサービスの

『マクアケ』で、6月26日まで先行発売を

行う。

　FODMAP（フォドマップ）とは、小腸で

吸収されにくく大腸で発酵し易い糖質の総

称で、Fermentable（発酵性の）、Oligosacc-

harides（オリゴ糖）、Disaccharides（二糖類）、 

Monosaccharides（ 単 糖 類 ）、AND Polyols 

（糖アルコール）の頭文字を取った造語。

フォドマップの考えを基に摂取する食品

を制限し控える食事法は「低フォドマップ

食事法」と呼ばれ、近年グルテンフリーな

どと並び、欧米や豪州で脚光を浴びている。

　今回永和ホールディングスが取得した

FODMAP Friendlyは、豪認証団体が運営す

るもの。海外では同認証を受けた調味料

や調味ソース、簡便調理食品が増えてお

り、通販だけでなく都市部のスーパーマ

は、アジア圏で多く取得されており、韓

国においては、飲料、食料、コスメ、陶器、

什器など幅広く認証マークの導入が進ん

でいる。

　ヴィーガン コンサルティング ジャパ

ンによると、「ヴィーガンとは、動物を搾

取しないことをベースとした、エシカル

なライフスタイル。認証済みのヴィーガ

ン製品への需要が世界中で高まっている。

一方で日本では、ヴィーガンの意味や、

消費者がヴィーガン製品を選ぶ理由につ

いてほとんど認識されておらず、ヴィー

ガンやプラントベースという言葉は、マ

ーケティング用語として使われているの

が現状。ヴィーガンとは何なのかを理解

することで、世界中のヴィーガン市場に

参入することができる」としている。

　ヴィーガン コンサルティング ジャパン

（東京都渋谷区、☎03-5464-5513）は、『英

国ヴィーガン協会認証マーク』の公式代理

店として、マーク取得に向けた企業への

サポートを、5月1日より開始した。同団

体は『英国ヴィーガン協会認証マーク』の

公式代理店として、問い合わせ対応およ

び認証マーク申請のプロセスにおけるサ

ポートや、本国とのやり取りにおいての

英語のサポートを行う。

　英国ヴィーガン協会は1944年に設立さ

れた、世界初のヴィーガン協会。「Vegan

（ヴィーガン）」という言葉は、同協会より

提案されたもの。ヴィーガン認証として

は現在、79ヵ国以上において6万アイテ

ム以上の商品が登録されており、米国を

はじめ世界的にも認知度が高い。近年で

2日より東京都23区内のコンビニエンスス

トア「ファミマ！！」15店舗で販売を開始

している。

　販売スタート前日には、グリラス代表

取締役CEOの渡邉崇人氏と、C. TRIA ブ

ランドマネージャーの西郷琢也氏により、

設立から1年に渡るブランドの歩みと、今

後1年間での「ブランド商品計10万食の提

供」および「47都道府県への販路拡大」と

いった達成目標の発表が行われた。

　昆虫食のリーディングカンパニーであ

る㈱グリラス（徳島県鳴門市、☎088-363-

6307）は5月26日、国産食用コオロギを使

用した食品ブランド「C. TRIA（シートリ

ア）」から、初となる小売店向け商品『C. 

TRIA プロテインバー／ビターチョコ（1

本・税込240円）』『C. TRIA クッキー（大判）

／ココア（1枚・税込198円）』を発表した。

　同品は、小売店での商品展開に向けた

低価格化と食味の改善を行ったもの。6月

トマトケチャップでヴィーガン認証取得
マーク掲載商品を発売

恒食

英国ヴィーガン協会認証マークの公式代理店、認証マーク取得サポートを開始

昆虫食のグリラス  コンビニ展開スタート

「低フォドマップ」コンセプトのレトルトカレー発売
永和ホールディングス


